
貸 　 借　  対　  照 　 表
（2019年３月31日現在）

（単位：千円）

科　　　　　目 科　　　　　目 金　　　額

【資産の部】 【負債の部】

9,730,795 6,609,110

115,034 2,502,405

136,505 873,118

386,828 1,967,481

5,834,849 726,644

2,988 419,264

93,524 42,413

21,902 34,207

3,138,465 23,197

696 20,377

10,621,658 9,372,439

9,925,389 9,190,817

131,785 143,035

83,054 19,900

9,192 18,686

12,139 15,981,549

52,194 【純資産の部】

9,637,024 4,370,903

108,432 100,000

99,450 4,270,903

8,981 25,000

587,836 4,245,903

10,175 3,062,000

298,363 1,183,903

278,017

1,280 4,370,903

20,352,453 20,352,453

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

第３３期決算公告
令和1年6月20日

愛知県名古屋市中区錦二丁目14番21号
株式会社日立物流中部
代表取締役　中村 浩

利 益 剰 余 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

流 動 資 産

建 物

預 け 金

電 子 記 録 債 権

工 具 、 器 具 及 び 備 品

売 掛 金

繰 越 利 益 剰 余 金

リ ー ス 資 産

機 械 及 び 装 置

リ ー ス 債 務

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

そ の 他

前 払 費 用

現 金 及 び 預 金

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

リ ー ス 債 務

未 払 費 用

買 掛 金

受 取 手 形

未 払 金

前 受 金

無 形 固 定 資 産

そ の 他

ソ フ ト ウ エ ア

未 収 入 金

構 築 物

そ の 他

車 両 運 搬 具

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他

固 定 負 債

金　　　額

負 債 合 計

株 主 資 本

資 本 金

流 動 負 債

負 債 純 資 産 合 計

別 途 積 立 金

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

預 り 金

差 入 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

資 産 合 計

純 資 産 合 計そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

長 期 前 払 費 用



（単位：千円）

科　　目 金　　　　　　額

39,161,497

34,213,035

4,948,461

2,624,593

2,323,868

38

22,546

1,794

1,315

1,356 27,052

335,308

6,640 341,948

2,008,972

648

30,340

31,110

299 62,399

4,672

247,376

29,444

2,697 284,191

1,787,180

693,962

△74,817 619,145

1,168,035

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

当 期 純 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

損 害 弁 済 金

固 定 資 産 除 却 損

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

固 定 資 産 売 却 益

リ ー ス 債 務 解 約 損

法 人 税 等 調 整 額

解 約 違 約 金 等 受 取 額

特 別 損 失

特 別 利 益

そ の 他

事 務 手 数 料

資 産 除 去 債 務 戻 入 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

売 上 総 利 益

営 業 外 費 用

そ の 他

そ の 他

営 業 外 収 益

保 険 配 当 金

売 上 高

そ の 他

損 　益 　計 　算　 書
自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

利 材 品 売 却 益

支 払 利 息

営 業 利 益

受 取 利 息

売 上 原 価



計算書類は「会社計算規則」(平成18年２月７日 法務省令第13号)に基づいて作成しております。

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

１．資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券　　　　  　　　　 　　 償却原価法
　子会社株式及び関連会社株式　　　  　　　　 　　 移動平均法に基づく原価法
　その他有価証券（時価のあるもの）　  　　  期末決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定）

　　　　〃　　　　　　（時価のないもの）　  　　  移動平均法に基づく原価法
(2) たな卸資産 移動平均法に基づく原価法(貸借対照表価額は、収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定しております)

２．固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産 (リース資産を除く) 定額法
(2) 無形固定資産 (リース資産を除く) 定額法
(3) リース資産 　 　　 　  　        　  　   

　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の

方法を採用しております。

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうちリー

ス取引開始日が2008年３月31日以前のリース取引につい

ては通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ております。

３．引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

　期末債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について
は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上することとしております。

(2) 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上して
おります。

　① 退職給付見込額の期間帰属方法
　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算
　定式基準によっております。

　② 数理計算上の差異の費用処理方法
　　数理計算上の差異は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間(13～15年)による定額法により、翌事業年
　度から費用処理しております。

(3) 役員退職慰労引当金
　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づき期末要支給額を計上しております。

４．消費税等の会計処理
　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

５. 連結納税制度の適用
 2019年３月期より連結納税制度を適用しております。

個　別　注　記　表


